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３ 要  旨 

（１）ＪＭ７台「緋のあづま」はフェザーの発生が少ないことから、ビーエー液剤を散布したとき
のフェザー発生特性を調査した。今回の試験は２年生苗木を用い、ビーエー液剤散布区は接木部か
ら４０mm前後の位置で１年枝部を切り返し、対照区は接木部から６０～７０mmの位置で１年枝部を
切り返した。ビーエー液剤散布の方法は、先端新梢が約１０mm伸長するたびに計５回樹全体に散布
を行った。ビーエー液剤の散布濃度は３回目までは５０倍で行ったが、フェザーの生育が比較的旺
盛であったため４回目以降は１００倍とした。 
（２）フェザー発生本数は、無散布では０本であったが、散布区では平均で13.7本の発生が認めら
れた。また、マルバ台でも平均12.3本の発生が見られた。 
（３）総フェザー長はＪＭ７台ＢＡ散布区に比較しマルバ台が長かった。これは５０mm以上のフェ
ザー発生本数が多かったことによる。 
（４）フェザー発生部位が新梢全体に占める割合は、ＪＭ７台ＢＡ散布区が36％前後、マルバ台が
39％前後であり、ＪＭ７台ＢＡ散布区は新梢基部２～３芽目、マルバ台は新梢基部６～１０芽目か
ら中位部にかけて発生した。また、ＪＭ７台ＢＡ散布区の最上位フェザーの発生位置は、散布４回
目の新梢長とほぼ一致し、５回目の散布は効果が低かったと推測される。 
（５）今回は樹全体へビーエー液剤の散布を行った為、樹勢により発生数や総副梢長にバラツキがあったが、２
年枝部から発生した側枝上からも副梢の発生が見られた。
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